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平成２１年１０月 日

保護者様

広島市立船越小学校

校 長 吉岡 克弥

全国学力・学習状況調査の結果活用について

平成２１年４月２１日（火）に、全国の６年生を対象に文部科学省が主催する「全国学

力・学習状況調査」を実施しました。

調査内容は、

・教科に関する調査

・生活習慣や学習環境に関する質問調査

という２つの内容です。

教科に関しては、国語と算数の２教科で、

・Ａ問題…主として知識に関する問題

・Ｂ問題…主として活用に関する問題

に分けて出題されました。

その結果が、このたび通知されました。本校では、この調査結果にもとづき、傾向や課

題について分析を行ったところです。この調査結果が本校児童の全ての実態や課題を示す

ものではありませんが、指導の改善に生かすべき多くの視点・示唆を含んでいることは確

かです。この点について全校を挙げて意図的な指導の積み重ねを図り、確かな学力の定着

に向け、力を尽くしていきたいと考えています。

ただし、本調査は４月に行ったものであり、５学年終了時の学力調査です。今回の結果

が現在の児童にそのまま当てはまるものではありません。また、児童の答案用紙は専門機

関に送っておりますので、あくまでも関係機関からのデータに基づいて数値を頼りに分析

したものであります。ご了承ください。

この結果を参考に、これまで担任を中心に誠心誠意、ていねいに指導してきたことに自

信を持ち、これからも着実に一つずつ、指導を積み重ねて参ります。これまで同様、保護

者の皆様のご理解とご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

１ 調査の目的

（１）全国的な義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、各地域における

児童生徒の学力や学習状況をきめ細かく把握・分析することにより、教育及び教育

施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。

（２）各教育委員会、学校等が、全国的な状況との関係において自ら教育及び教育施策

の成果と課題を把握し、その改善を図るとともに、そのような取り組みを通じて、

教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

（３）各学校が、各児童生徒の学力や学習状況を把握し、児童生徒への教育指導や学習

状況の改善等に役立てる。
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２ 調査の期日 平成２１年４月２１日（火）

３ 調査実施学校数（公立学校）等

調査実施校数 調査実施者数

小学校

第６学年 国 県 市 国 県 市 本校

校 校 校 人 人 人 人21,482 545 140 1,137,844 26,002 10,870 80

４ 調査内容

（１）教科に関する調査（国語・算数）

○Ａ問題（主として知識に関する問題）

・身につけておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容

・実生活において不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ま

しい知識・技能など

○Ｂ問題（主として活用に関する問題）

・知識、技能等を実生活の様々な場面に活用する力

・様々な課題解決のための構想を立て実践し評価、改善する力など

（２）生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査

○児童生徒に対する調査

・学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面に関する調査

○学校に対する調査

・指導方法に関する取り組みや人的、物的な教育条件の整備の状況、運動能

力の全体的な状況等に関する調査

５ 各教科の平均正答率

国語Ａ問題 国語Ｂ問題 算数Ａ問題 算数Ｂ問題

国 県 市 本校 国 県 市 本校 国 県 市 本校 国 県 市 本校

69.9 72.9 71.9 72.2 50.5 53.8 53.2 48.3 78.7 81.3 80.7 78.6 54.8 56.6 57.1 54.0
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６ 各教科の調査結果の概要

国語Ａ 国語Ｂ

＜領域ごとの定着状況＞

＜問題形式による定着状況＞

国語の定着状況は、

Ａ問題は、国・市の正答率に比べ上回っており、一定の成果を上げている。特に言語事

項の項目で高い正答率になっており、漢字の読み書きやローマ字の習得など、帯タイムや

、 、 。家庭学習等でのくり返し学習で 基礎基本の定着には 一定の成果が出ていると思われる

例えば、

→読みを答える （本校 ％、国 ％）Ａ１－１（１）駅は混雑している 。 96.3 95.2
→漢字で書く （本校 ％、国 ％）Ａ１－２（２）人の意見にさんせいする。 。 88.8 78.3

。（ 、 ）Ａ２ー１ くすり →ローマ字で書く 本校 ％ 国 ％91.3 69.4

上のような問題では、高い正答率であった。

一方、Ａ問題においても 「話すこと・聞、

くこと」の項目は低調で、左のように、話す

こと、聞くことのポイントをつかむよ うな

問題の正答率が低くなっていた。

、 「 」本校で 取り組んでいる ことばタイム

、「 」をより一層進めていくことや 読書タイム

等を通じて、文章を読むことに抵抗なく取り

組めるよう、今後もより一層充実させていき

たい。

全国 市 本校

話す・聞く ６８．０ ７２．２ ６２．５

書くこと ８５．４ ８５．８ ８５．９

読むこと ６８．７ ６８．５ ６５．６

言語事項 ６４．２ ６６．５ ６７．９

全国 市 本校

話す・聞く ６１．３ ６４．０ ５８．５

書くこと １４．５ １６．５ １３．８

読むこと ５６．５ ５９．８ ５４．２

言語事項 ５９．７ ６２．５ ６０．０

全国 市 本校

選択式 ８０．１ ７９．９ ７９．５

短答式 ６５．９ ６８．５ ６９．９

記述式 ６８．０ ７２．２ ６２．５

全国 市 本校

選択式 ６５．８ ６８．６ ６３．８

短答式 ４８．７ ５０．１ ４６．３

記述式 ４６．０ ４９．２ ４３．８
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次に、Ｂ問題に関しては、全体的に課題が見られ、特に「書くこと」の項目が低く、

次のような問題が正答率が低かった。

また、この問題は、無解答児童が２５％見られるなど 「大事なキーワードを見抜いて書、

く 「まとめの文章を書く 」ということに抵抗感が見られた。授業の中だけでなく、普。」 。

段の生活の中でも 「調べて分かったことを書く 「メモを書く 「キーワードでまとめる」、 」 」

など、書くことに抵抗なく取り組めるような姿勢を身につけさせる必要がある。
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算数Ａ 算数Ｂ

＜領域ごとの定着状況＞

＜問題形式による定着状況＞

算数の定着状況は、

Ａ・Ｂ問題とも国の平均とほぼ同等の結果となっている。

算数Ａに関しては、次のような基本的な計算は、高い正答率を上げている。

Ⅰ 正答率 一方、Ⅰの問題の中で

（１）１５３＋４９ （本校 ％、国 ％） も （６）のように複97.5 95.1 、

数の計算になると、急

（２）７２５×８ （本校 ％、国 ％） 激に正答率が下がり、86.3 85.6
基本的な知識を応用し

（３）２０４÷４ （本校 ％、国 ％） ていく力に課題が見ら96.3 95.4
れた。

（４）４８．１÷１．３ （本校 ％、国 ％）87.5 80.4

（５）７ ２ （本校 ％、国 ％）98.8 97.8
６ ６

（６）８０－３０÷５ （本校 ％、国 ％）60.0 66.8

また、Ａ問題の中では、割合を求める問題に課題が見られた。

Ⅶ （本校正答率 ％、国 ％）50.0 56.9
ある会場に小学生が集まりました。集まった小学生 人のうち 人が女子でした。200 80
女子の人数は、集まった小学生の人数の何％ですか。下の１～４までの中から１つ選ん

で番号を書きましょう。

① ％ ② ％ ③ ％ ④ ％0.4 2.5 40 80

全国 市 本校

数と計算 ８２．８ ８３．６ ８３．６

量と測定 ７８．５ ８０．１ ７８．８

図形 ８１．３ ８３．９ ８２．９

数量関係 ６４．２ ６９．８ ５９．２

全国 市 本校

数と計算 ５５．８ ５８．４ ５５．２

量と測定 ５９．９ ６１．７ ５７．１

図形 ５６．４ ５９．１ ５３．８

数量関係 ５６．８ ５９．１ ５７．５

全国 市 本校

選択式 ７６．７ ７７．１ ７５．５

短答式 ７９．５ ８２．１ ７９．８

全国 市 本校

選択式 ６８．９ ６９．４ ６８．８

短答式 ６３．７ ６５．７ ６１．８

記述式 ３６．８ ４０．２ ３６．８
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また、Ｂ問題においても、Ⅱの（１）やⅢの（３）のように１つの式や１つの考えで答え

られる文章問題は比較的正答率が高いが、複数の式が必要となる文章問題は全国的にも、

本校の児童も低調な結果であった。

以上のような結果から、

①授業中や家庭学習の場において、持っている知識を活用し応用的な問題を解く場の設定

②帯タイム（チャレンジタイム）の活用により、より一層の基礎的知識の習得

③子どもたちから、多様な解き方・考え方が引き出されるような授業づくり

を工夫しながら、子どもたちの力を高めていきたい。


